
１　主題構成表
主題名「国際理解」（中学校第３学年）　                          資料名「海と空　―樫野の人々―」




■　内容項目４－（１０）


世界の中の日本人としての自覚


をもち、国際的視野に立って世界


の平和と人類の幸福に貢献する。





■　価値の分析


・日本は、海外の国々と相互依存関係にあり、将来の日本を担う中学生には、自国のことだけでなく国際的視野に立ち、世界の中の日本人としての自覚をしっかりともつことが大切である。


・中学生ともなると、これまで以上に世界の国々に対して興味・関心が高まり、諸外国の多くの知識を得たり、様々な形で関わりを体験したりする機会も増える。だからこそ、国際的な視野と国際社会で生きる能力を身に付けることが必要となる。


・この時期の生徒たちには、真の国際人として求められる生き方を考えさせたい。そのためには、国によってものの感じ方や考え方、生活習慣などが違っても、どこの国の人々も同じ人間として尊重し合い、差別や偏見をもつことなく公正、公平に接し、協力し合うことが大切であることに気付かせたい。








■　資料の分析


・トルコ航空機に救出された主人公が、かつてエルトゥールル号の遭難の際に樫野の人たちが示した献身的行為を知り、国際的な相互扶助の大切さを実感する話である。


・トルコ航空機でテヘランから脱出することができた主人公が、なぜトルコだったのかを確かめるためにシンポジウムに参加したり、トルコ記念館を訪れたりしても、まだ、納得できない気持ちでいることに共感させる。


・「エルトゥールル号の遭難事故」で樫野の人たちがとった行動から、どこの国の人々も同じ人間だという樫野の人々の思いに気付かせる。


・樫野の人たちの、差別や偏見をもたずに接した行為が今でもトルコと日本をつなぎ、互いを尊重し合う心や協力し合う行動となって現れていることを感得させる。








■　内容項目から見た生徒の実態


（意識）


・世界が平和であってほしいとい


う思いはもっているものの、そのためにはどうすればよいかを考えようとする意識は弱い。


・世界の中の日本人としての実感は弱く、自分にできることについて考えようとする意識は育っていない。


（要因）


・日本のことだけではなく、世界的視野に立って物事を見たり、考えたりする経験が少ない。


・世界が平和で、皆が幸せに暮ら


すためには、どこの国の人とも分け隔てなく接し、同じ人間として尊重し合うことが大切であることに気付いていない。








■　ねらい


生活習慣やものの見方や感じ方が違ってもどこの国の人とも分かり合い、協力し合うことが世界の中の日本人として求められていることに気付き、同じ人間として尊重し合おうとする心情を育てる。








■　展開の構想


・航空機でテヘランから脱出することができた主人公が、なぜトルコだったのかを確かめるためにシンポジウムに参加したり、トルコ記念館を訪れたりしてが、納得できない気持ちでいることに共感させる。


・「エルトゥールル号の遭難事故」で樫野の人たちがとった行動から、どこの国の人も同じ人間だ、だから助けたいという思いがあったことに気付かせる。


・樫野の人々の、差別や偏見をもたずに接した行為が今でもトルコと日本をつないでいて、互いを尊重し合う心や協力し合う行動となって現れていることを感得させる。


・他国のことを知り、互いに協力し尊重し合うことが大切であるという思いをもつことができるようにする。





■　基本発問（◎中心発問）


○シンポジウムに参加したり、トルコ記念館を訪れたりしても、私はなぜ、トルコ政府が日本人を救出したことが納得できなかったのだろう。





○「わしらもトルコの方も一緒じゃ。」と飼っていたニワトリを差し出した樫野の人たちのことを知り、私はどんなことを思ったのだろう。


◎海と空が水平線で一つになるのを見つめながら、私はどんなことを考えていただろう。








○世界の国の人たちと協力し、互いに尊重し合うということについてどのように考えているか。









